
: 一

戸 ロ ケ ラ 山

● 8 月 4 日(土) 午後1 : 3 0 ～ 4 : 3 0

: 全体 会 ･ シ ン ポジウム

: 福 島で生 きる とい う こと

: お話 :

: 武藤類子 さん ( ハ イロ ア クシ ョ ン ､ 福島県三春町在住)

: 吉野裕之 さん ( 子どもたち を放射乾力､ ら守る福島ネッ トウ ー ク避難 ･

: 頭間 ･ 保養班 世話人､ 福島市在住)

‡⊃ -

ディ ネ ー タ ー

= 白崎 一

檜さん

: (ベーシ ッ ク イン カ ム ･ 実現を探る会
､ 栃木県那裏地区在住)

･ 会場 : 4 F
･

第 2 研 修室ホール A ･ 白

: 参加費
: 1

,
0 0 0 円( 福島の 方 ､ 学生 5 0 0 円)

: 定員 : 1 0 0 人

: ● 5 こ0 0 ～ 6 : 0 0 交流会
･ 全 体会終7 後 ､ 同 じ会場で参加者の交流会を予 定して いま す ｡

● 8 月 5 日( 日) 午前 9 : 3 0 ～ 1 2 : 00

: 分科会
: 参加費 = 1 ,0 0 0 円(福 島の 方 ､ 学生 5 0 0 円)

: 分科会 1 : い ま
､
いの ちを守るために( 保養 ■

避難)

‡分科会2 : 米の 放射能汚染ゼロ ヘ の 挑戦
天栄村の 安全で おい しい米 づく り

: 分科 会 3 : 放射線の 授業 をつ くる

: 分科会 4 : 被災地で 深刻化 する高齢 者の 認知症

今だから寄 り添 っ て癒 しと笑い で

生きる力を取り戻 そ う l

: 分科会 5 : 若者 の視 点で みたr ふ く しま｣

: ●8 月 5 EI 伯) 午後 オ プ シ ョ ナル ツ アー( 要予約)

【フ ォ ー ラ ム鯵加申込み方法】
メ

ー

ル ､ 電 乱 フ ァ ッ クス の いずれかで ､ (① お名 前 ②参 加 ご希望の 全体会/ 分科 会/ オプ シ ョ ナルツ ア ー ③ご 連絡 先) を
実行委員 余事 務局あて お知 らせ くだ さい ｡ 悼 加■は ､ 当日会場でお 支払 いください

. )

∈
･

m a iI : w 0 2 0 1 2 ◎f e m i x . c 0 .j p 泡 . 0 4 5
･

4 8 2
-

6 7 1 1 融 0 4 5
-

4 8 2
･

6 7 1 2

※ ご予 紺こよる参加を優先します ｡ 業 当日参加 も可能で す机 準備の 都合上なるべ く事前にお申し込み ください ｡

裟宿泊につ いては
､
お問い合わせ ください ｡

※関西 か ら参加者 向け ツアーパ ス(京都一会場/ 往復1 5 , m 円) を運行予 定です ｡

詳 しくほ 6 月 2 0 日頃以降フエ ミッ クス のrみ んなの フ ログ ｣(h t t p :// f e m ix w e .b1 0 g l O .fc 2 .亡ロm /) でお知らせ します ｡

粟 福島 とつながりの ある九 広報や当日の 運営に力を貸 して いただける方は､
ぜ ひ実行童貞会へ ご連絡 くだ 乱 ､ d 【実行委員会 w e 2 0 - 2 @ f e m i x . c 0

.j p】

W 8 フ ォ
ー

ラム は､

W e フ ォーラム は 雑誌 †く らしと教育をつ なぐW e ｣ の 読者を中心に企画 ■ 闇偏 し ､ この 夏で 3 1 同 日に なり 訂す｡

今回は福島出身の読者の 憾 如〉人たちとつ ながりたい ､ 語りあい たい ｣ とい う思いをうけて 福島で の 開催を決め ました ｡

※ W e フ ォーラ ム の華僑状烈 こつ い ては ､
フ エ ミ ッ ク スの

｢ みんなのプロ グj で 随時お 知らせ してい きます
｡

h t t p ://f e m i x v l e･
b 1 0 g l O.f c 2 . c o m /

『く ら しと教育をつな や W o』 は､
r
ひ と りひと りが 大事にされ､ 安心 して暮 らせる 社会｣ の実現をめざ し､ 知恵や情報の交換 ､

ネ ッ トワーク作りが でき る喝と して 毎号さまざまなテ ー

マを取り上げて いま す｡

昨年の震災以 鰍 緯 号 ､ 被災地支援や脱原発の 特集を組んで き ま した｡

定価 二 8 00 円 ( 税込み)

年間礪読料 : 5 .0 0 0 円 摘 月刊/ 税 ･ 送料込み)

申込先: フエ ミッ クス h tt p =//f e m i x ･ C O･j p′ TE L D 隠 4 B 2r6 7 11 F A X O 45-4 B 2
-6 7 ｢2 jim u ⑳fe m i x c o.j p

* この リーフ レ ッ トは r 近 n る うきん N P O ′ ト ト ト シッ プgリ塵 の枠組を活 用 した国交 出土蛇 づくり支 広口禁J の潤 助を受 けて 作成 しています ｡
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福島第
一

原発 の事故 から
一

年 あまり
､

い の ちを守るため の方 策も補償の 詰 も進まな い まま､

故 郷を離れ るの か ､ そ の地 にと どまるの か
､

汚染地域 の住民がつ らい選 択を個々人 の 責任で

迫 られ
､ 分 断される よ うな状 況が続い て い ます｡

こ の 状況を変 えるため に ､ 微 力で も自分 たちが

で きる こ とを したい と思 っ て い る人たちや

福島 の 人たちが つ どい ､ 情報交換 し ､

話 しあえる 場を作 りたい と､

● この 裏 ､ W e フ ォ ー ラム を開催 します｡

ゆるやか につ ながりあ っ て

知恵を出 しあい ､ ささ えあうこ とで

共に生きて い きたい と い う希望 をも っ て ｡

放射儲 からの 避難につ い て様々な お考えや

生活 する環 境の 違 い がある ことを踏 まえて ､

それぞれ の立 場を尊重 しながら互 い に 学びあ う

場 にしたし1 と考えて い ます｡

● 8 時 : 2 0 - 2 年 8 月 4 日 は 卜 5 日 柑)
● 会場 : 福島県男女共生セ ンタ ー r 女と男の未来 軋
〒96 4- 0 9 0 4 福島無二 本松市部 内 ト 1 9 6 - 1 一江0 2 4 3-2 3【8 3 0 1 F 相 0 2 4 3_ 2 3_ 8 3 1 2
｣ R 東 北本 線

｢
二 本松｣ 駅 より徒歩 1 2 分 / 東 北自動車道二 本松 I C より車で 5 分

● 参加費 : 全体会 ､ 分科会 各 1
,
0 0 0 円 帽 島 の方 ､ 学 生 5 0 0 円)

● 申込方法 : 裏面 をご覧下 さい ｡

● お 乱 l 合わせ : W ｡ フ ォ
ー ラ ム ≠行舞1 毒事鶴見 ( フ エ ミ ッ クス 内)

鳳 0 4 5 - 4 8 2
･

8 ワ1 1 融 0 4 5 ･ 4 8 2
･

6 ワ 1 2

∈ ･

m 8 i】: w 0 2 0 1 2 ◎f o m i x . c 0 .｣ p

穎 申 し込み軌 こ提供さ れ た個人情揺は ､ 本事業の宴施 の 鋸 こ利用し･ そ のr 抑 の自的で利用する こ と は あ りませ ん

主催 : W e フ ォ ー ラム実行垂員会
■ W e の 会 ･

フ エ ミ ックス

後 援 : 福 島県社会福 祉協議 会

駈一々 ≒ = コ ダー-
ノ′~言古ノ~( イバ ス
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7 オ ー ラ h Z 〃J Z i ト 鵜 島

｣ ⊥

_
｣ 出 違

●
休会 ･ シ ン ポジウム

甑 壷忘

福島で 生き る 七 ､ l う
r
私たち福島県民 は ､ 故郷を離れ る者 も ､ 福 島の 地 にとどまり生さる者も . 苦悩 と1 任と 希望 を分 かち合い ､

支え あっ て 生きて い こ うと思 っ て い ます
｡ 私 たちと つ なが っ てくだ さい

｡ ｣

一 昨年 9 月の r さような ら原発 5 万 人集 会｣ の ス ピーチ で 共感の 輪を広げた武藤頼 子さん は ､

住民や避難 者の 人権と健康 を守 る活 動を 掛ナて い ます｡

｢福 島が 放射能で 汚染 され た状惜が裾 くな ら､ 5 年で も､
1 0 年 で も ､ 3 0 年で も ､ 期 限を切 らず に､

もとの 状1酎こなるまで その 間 は動 けるように 選択 の権 利とゆとりがほ しい ｡ j

一一家族 を避 難させ た後 ､ 福 島にと どま っ て ､ 子 どもの 避難
･

保養 のプ q ジェ ク トに取 り組む吉野裕之 さん｡
今 年の 2 月 には､ 福 島で 保養

･

避難 の 相談 会 (放射能か らい の ちを守る会国サ ミ ッ ト) の 開催 にもかかわり ました
｡

福 島で 生きる とい うこ とをみつ めて こ られ たお二 人 に､ 今感 じて い ら つ しや るこ と ､

これ から何が必要 とされ て い るの か を語っ て い ただ き､ そ の誌 をうけて 会場の み なさ九と 共 に､
r
自分た ちに で きるこ とはな にかJ を考え ､ それぞれ の場 で一歩を踏み 出す足がかD に した い と思い ます｡

会場 : 第 2 研修室ホ ー ルA ･ 8

参加費 : 1 ,0 0 0 円 (福 島の方 ､ 学生 5 0 0 円) 定員 : 1 0 0 人

お 話 : 武藤 頼 子 さ ん/ 吉 野 裕 之 さ ん

コ ー

デ ィ ネ
ー

タ
ー

: 白崎一裕 さん
( ベ

ー

シ ッ クイ ン カ ム ･ 実現を探る会 ･ 栃木県那須地区在住)

武藤類子 ( むとぅ ･

るい こ) さん

1 9 5 3 年 ､ 福島隻手れ } 福島環三さ和正1主,

.

㌧ ∵ ∴ ∴∴:: .
●

.

.
こ

､
､ ､
芋ニミ.:

■

｢
望 山実菜 軋 をオープ ン｡

｢
ハ イロアクシ ョ ン福 島原発 4 0 年実行委 1 会 J で ､

†コ8 カー廃棄 1 弓濃が 細 4 0 年になる 2 0 1 1 年 3 月か ら l 年間の アクシ ョンを葦鏑していた ｡

その矢先に事故が起 こり ､

r 阻 も同店を余饅なくされた ｡

カ へ
■

/ e ｣ 1 7 6 号で ロンタイン タ ビュ ー

掲載 ｡

吉野裕之 は しの･ ひうゆき) さん
1∈汚6 年 ､ 雇 員生まれ . 福島石打瞼

併 年 4 月l こ文科笛が出 した年間 Z O ミリシ
ー ベ ルトまで子どもの被 ばくを革置 するとい う通知 に､

良も包 も守っ てくれな い､ 自分 たちで鋤 くしかない と､
R

子 ともたちを放 厭 から守る
■

の一点で集雇 っ た
r
子どもたちを 鯉 陀から守る福島ネ ーソトワーク (子 ども儒鳩け｣ に参加
子どもたちの複 ばく鰻小†との取 り組み を国や 自篭体 . 1 祭■力などに点きかけてい る,

8 B
･

夜 間
･

保■用の世話 人を務め ､ 手ともたちを少 しでも外に出す機会モつ くれない かと試行諸表を続 ける
｡

鍬 rlリeJ 1 7 7 号でロングインタビュー欄‖&

< 交流会 > 5 : 0 0
-

6 : 0 0 全 体会 終 了後 ､ 同 じ会場 で 参加 者の 交流 会を 予定 して い ます ｡

柚木ミ サ トさん と ｢ あか い つ ぶつ ,節の絵 j :

あか い つふ つ 広rは ､ 放射箭を讃 しています ｡ 画賽の柏木ミサ トさんによっ て 描かれ た
r
あかいつふつ 一事の桧J は ､ 多くの

一

皿射鮎から子 どもた ちを守 る議動
■

に

悪か され てい ます . 垣内智之 さん喜作
r
放射設になんか . まけない ぞ I j のわかりやすいイラストも柏木 ミサ ト言んの手によるものです ｡

5 日( 日)
､

喪
､

丁

い ま､ い の ちを守るために (保養
･

避難)

講師 = F o E J a p ∂∩ ( 国際環墳 N G O )

沖縄 ･ 球美の 里 い わ き事務局 ( 予定)

会場 : 4 F ･ 巽 2 研修室ホール A 定員 : 6 0 人

板書の高 い地区の 地域住民を支壊 し ､ 行政に ｢ 遥農の 権 机 を求め る

ととも に､ 土澤 霊泉で の 親子短期保養 プロ グラ ム の 試みを し て き た

F o E ｣ 叩 且 ∩ 個 農環境 N G O) ･ チ エ ル ノ フィリ
の保■所 をモデJしに

久 米島 で¢ 最期保養 を企画 して い る沖縄 ･ 瑠奥の 里 事覇局 ( 予定〉､

福 島の 方などの報 告を受 け､ い ま被ば くから 身を守 るために何がで き

るの かを話しあい ます ｡

1億†
､ 柵 ■◆∫
- ▼･, l■ -

,

放射線の捜業を つくる

講読 = 坂内智之 さん ( r 放 畑 になん れ ま けない ぞ l 一 書乱
郡山市立 小字校 数昂)

会場 : 4 F ･ 第 2 研修室ホール 白 定員 : 5 0 人

文科省力†放射 線の 授業用に 作成 した宙J 読本へ の 批判が高まっ て いま す｡

で は ､ 学校は放射綻の 操業をとの よ うに進め たらよい ので し ょう力㌔

この分村会で は ､ 福島県郡山市の小学校で放射線の 綴業に取り組む坂

内智之さんに､ 授業の ば子 ､ 子ともたちや学校の現状を話してい ただ

き ます
｡ 穣浜で の捜茶菓践の 報告もあり ます ｡ 子どもたちに放射戚を

どう救えてい くのか ､ 字矧 ま 捌 ととう向き合ラの か ､ 参加す るみ

なさん で考え ､ 話し合い ましょ う
｡

若者の視点でみた ｢ ふく しま｣

ゲス ト ニ 大内裕和さん 仲 京大苧)

佐藤 あゆ み さん ( 岩手大学3 軌 橋本実さん (福島大字3 年)

会場 : 4 F ･ 粟 4 研修室 定員二 2 5 人

若者の 急激な貫困化の 背丈や構造に つ い て 大内さ ん､ 岩手 と福島の大

学で苧ふ佐藤さんと熊本 さん に現状をお 凱 ､ ただきます｡ 3 人の報告

を踏まえ､ r ふ く しまJ とそうで ない地域にくらす若者は どの ようにつ

ながる こ とができる のか ･

･･などに つ いて参加した人たち と話を深め て
い きたい と思い ます｡

肌 L フ ォ ー う 山 Z ‖ Z i h . 福島

･ - 1 2 : ∝ = 扁毎扁二
参加費 :1

.
0 0 0 円( 福 島 の 方 ､ 学 生 5 0 0 円)

米の放射能汚染ゼロ ヘ の挑戦

天栄村の 安全 でお い しい米づくり

講師 = 吉成邦市さん ( 天栄 頗 究会)
会唱 : 5 F ･ 策 5 研修室 定員 : 3 2 人

福島県天栄村で は 5 年前 に米づくり日本一を日指 して √天栄米 踊
究会｣ を立ち上げ､ 3 年間連続で 全国コ ン クールの 金井受賞春を出し
て い ました｡ 原発事故に見■われ ､ 作付を断念せ ざるをえない かと 思

わ れた 状況の 中で
､ 事碁愚民の吉成邦市さんは仲間 と共に放射性物賃

を土壌か ら作物に移行させ ない研究に取り組 臥 カリウ ム ゼオ ライト､

ブル シ ア ンブル ー などを用い て ､ セ シウ ムゼロ のお 米の収書に こぎつ

けます｡ 2 0 1 1 年 1 2 月に N H K の m 特集で放映され反■ を呼んだ

取り組みで す｡

/ 1 二 手 ＼

＼

＼⊥二 /■

被災地で深刻化する高齢者の認知症 一今だから

寄り添 っ て癒しと笑 い で 生きる力を取り戻そう l

凛師 = 高林実結樹 さん (N P O 法人認知症予防才ッ ト)
会場 : 4 F ･ 渠 3 研経書 定員 ニ 50 人

足如丘予防の第
一

は蓋 しい こ とで す ｡ 認知症を発症 した人は
･

豪しい
･

患い から遠ざかり ､ 笑 いを忘れ たつ らい琴 白を送 っ てお られます
｡
そ

の人遠がトキメ クような
一

髪し い
■

時間を取りもどし､
■

優 しさの シ ャ

ワー
'

の 中で ｢ 自分は見捨て られてし1 ない ｣ と感じ られるとき､ 既知

径から の引き戻 しが可荏になります ｡

r
認知症予防 ･

ケ アグー山 の ルー
ルは 簡単で ､ 何より楽しく ､ 自だlこ笑いか溢れま れ 手指 や体を使 っ

て脳¢ 種々 の分野を同時に使うので脳が活性化 し
, やる気が出て 希望

が生まれます｡ ひとと き実 っ て 一 歩 ､ また一歩逢み優 し よう｡

● 天 栄村を訪ねて …

米の放射艦汚染ゼロに 取り組んだ天栄村を見学 し ､

生産者の 方から お送をう かがい ます ｡

● 福島県立美徳館を訪ねて …

第玉福t 丸をテーマ にしたペ ン ･

シ ヤーンの
r
ラ ッ キ ー ドラゴンj

がある福 島≠立美術 軋 昨年の 王休み に は
､ ■1 の 少ない た内を

見放 して ワークシ ョ ッ プ ･ シ リーズを 企直 されてい ました ｡
所蔵作品 を■暮 し､ 美術鹿の取り組み につ い てお話を聞 く予定

です ｡ ( 交渉中)

* 交通■などlま実t 負担で す ｡




